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こ
の
度
、
理
事
会
に
お
い
て
奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
に
再
任
さ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
役
職
員
を
は
じ
め
多
く
の
住
民
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
会
長
の
職
を
務
め
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
事
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
助
け
合
い
が
福
祉
の
原
点
で
あ

る
こ
と
、
困
っ
て
い
る
人
や
弱
い
立
場
の
人
に
手
を
差
し

の
べ
寄
り
添
い
、
住
み
や
す
い
町
に
し
た
い
と
い
う
想
い

で
務
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
私
た
ち
の
生
活
は
一
変
し
て
し
ま
い
、
社
会
福
祉
協

議
会
で
も
多
く
の
事
業
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
爆
発
的

な
感
染
拡
大
に
繋
が
ら
な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
町
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
ま
す
ま
す
地
域
に
暮

ら
す
住
民
同
士
が
助
け
合
い
、
支
え
合
う
こ
と
が
必
要
と

な
り
、
行
政
・
住
民
・
社
協
等
が
力
を
合
わ
せ
て
住
民
が

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
も
、
奥
多
摩
町
地
域
福
祉
活
動

計
画
「
や
ま
び
こ
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
域
福
祉
事
業
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
執
行
・
財
政
運
営

等
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
役
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
地
域
福
祉
の
充
実
・
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
住
民
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

木

村

光

惠
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副
会
長

前
田

悦
男

こ
の
度
、
副
会
長
に
再
任
い
た
し

ま
し
た
前
田
悦
男
で
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
２
期
４
年
間
副
会
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
期
で
３

期
目
と
い
う
こ
と
で
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
よ
り
猛
威
を
ふ
る
い
続
け
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
現
在
で
も
自
粛
生

活
が
続
き
、
飲
食
店
や
宿
泊
業
な
ど

は
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
５
月
か
ら
町
内
で
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
、
希
望
の

光
も
差
し
込
ん
で
来
て
お
り
ま
す
。

７
月
に
は
１
年
延
期
と
な
っ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
海

外
か
ら
選
手
団
や
多
数
の
関
係
者
が

来
日
し
て
き
ま
す
。

こ
こ
で
感
染
者
を
爆
発
的
に
増
や

さ
な
い
よ
う
、
再
度
気
を
引
き
締
め

て
、
手
洗
い
、
う
が
い
、
手
指
の
消

毒
と
い
っ
た
感
染
予
防
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
一
日
も
早
く
収
束
し
、
安

心
、
安
全
な
日
常
が
送
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

町
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
な

お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

副
会
長

奥
平

周
二

先
の
理
事
会
に
お
い
て
、
副
会
長

に
再
任
し
ま
し
た
奥
平
で
ご
ざ
い
ま

す
。日

頃
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深

く
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
始
ま
っ
た
令
和
２
年

度
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け
る

各
種
講
習
会
・
福
祉
バ
ザ
ー
等
の
多

く
の
事
業
が
中
止
と
な
り
、
ま
た
、

緊
急
事
態
宣
言
中
は
、
福
祉
会
館
の

使
用
が
制
限
さ
れ
る
事
と
な
り
、
町

民
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
。

度
重
な
る
緊
急
事
態
宣
言
、
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
コ
ロ
ナ
禍

の
長
期
化
に
よ
り
、
感
染
へ
の
不
安

は
も
と
よ
り
、
逼
迫
す
る
医
療
、
自

粛
生
活
に
よ
る
孤
立
、
経
済
の
不
振

な
ど
現
在
の
不
安
を
上
げ
れ
ば
き
り

が
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
は
人
と
人
と
の
交
流
が
な
い

と
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
今
の
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
用
い
て
人
同
士

の
繋
が
り
を
途
絶
え
さ
せ
な
い
事
が

大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
収
束
の
見
込
み
の
立

た
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
す
が
、

待
望
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
、

そ
の
効
果
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
開
催
の
是

非
が
世
界
中
で
問
わ
れ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
会
し
、
日
本
選
手
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
感

染
予
防
を
徹
底
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
し
な
い
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
早
期
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
へ
向
か

い
、
「
新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
の

安
心
し
た
生
活
」
が
送
れ
る
よ
う
、

ま
た
、
「
安
心
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

が
提
供
で
き
る
よ
う
切
に
願
う
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

業
発
展
に
今
ま
で
以
上
の
ご
指
導
、

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

就
任
あ
い
さ
つ
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は
じ
め
に

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
始
ま
っ
た
令
和
２

年
度
は
、
二
度
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
一
変

さ
せ
ま
し
た
。
町
の
公
式
行
事
の
取
り

や
め
に
伴
い
、
社
協
の
事
業
も
各
種
講

習
会
や
福
祉
バ
ザ
ー
な
ど
の
多
く
の
事

業
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言
中
は
、
指
定

管
理
を
受
託
し
て
お
り
ま
す
福
祉
会
館

の
使
用
制
限
を
行
な
い
ま
し
た
こ
と
か

ら
、
ご
利
用
者
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
中
で

も
前
年
度
中
止
い
た
し
ま
し
た
福
祉
大

会
に
つ
い
て
は
、
感
染
対
策
に
万
全
を

期
し
式
典
の
み
と
は
な
り
ま
し
た
が
、

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
一
昨
年
の
台
風
19
号
を
機
に
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
お
よ
び
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
訓
練
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
福
祉
活
動
計
画
「
や
ま
び
こ
計
画
」

に
基
づ
き
実
施
・
推
進
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
か
ら
の
重
要
な
事
業
と

し
て
、
高
齢
福
祉
分
野
で
は
、
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
、
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
福
祉
機
器
と
車
椅
子
仕
様
車
の
無

料
貸
出
し
、
高
齢
者
見
守
り
相
談
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
運
営
支
援
等
の
事
業

を
、
障
が
い
者
福
祉
分
野
で
は
、
障
が

い
者
団
体
の
運
営
と
活
動
の
支
援
、
障

が
い
者
自
立
支
援
事
業
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
推
進
分
野
で
は
、
地
域
さ
さ
え

あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
積
極
的
に

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
介
護
分
野

で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て

在
宅
高
齢
者
の
介
護
支
援
を
中
心
に
、

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
“
お
く
た
ま
”
、

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
奥
多
摩
の
運
営
を
、
子

ど
も
家
庭
分
野
で
は
、
地
域
に
お
け
る

育
児
環
境
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、

乳
幼
児
及
び
児
童
福
祉
事
業
を
、
そ
の

ほ
か
、
福
祉
団
体
へ
の
運
営
支
援
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
、
生
活
困
窮

者
等
に
対
す
る
相
談
・
支
援
・
貸
付
事

業
等
を
そ
れ
ぞ
れ
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

引
き
続
き
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、

１
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
「
地

域
福
祉
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
関
係
行
政
機
関
等
を
は
じ
め
、
町

民
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和２年度 社会福祉協議会 事業・決算報告

任
期
満
了
に
伴
い
次
の
方
々
が
理
事
・

監
事
・
評
議
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

就

任

【
理
事
】

会

長

木
村

光
惠
（
再

任
）

副
会
長

前
田

悦
男
（
再

任
）

〃

奥
平

周
二
（
再

任
）

常
務
理
事

菊
池

良
（
再

任
）

理

事

師
岡
さ
と
子
（
再

任
）

〃

堀
口

豊
（
再

任
）

〃

清
水

葉
子
（
再

任
）

〃

濱
野

文
夫
（
再

任
）

〃

大
野

尚
（
再

任
）

〃

河
村

光
春
（
再

任
）

〃

桑
田

淳
一
（
新

任
）

〃

澤
本

清
美
（
新

任
）

〃

原
島

肇
（
再

任
）

監

事

大
澤

健
男
（
再

任
）

〃

古
矢

房
男
（
再

任
）

任

期

令
和
３
年
６
月
24
日
か
ら
令
和
４
年
度

に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
終
結
時
ま
で

【
評
議
員
】

桶
川

和
子
（
再

任
）

青
栁
と
も
子
（
再

任
）

藤
野
由
美
子
（
再

任
）

瀧
島

君
子
（
再

任
）

若
松
千
惠
子
（
再

任
）

福
島

明
美
（
再

任
）

塩
野

公
子
（
再

任
）

大
野


雄
（
再

任
）

小
林

勝
江
（
再

任
）

小
峰

治
（
再

任
）

加
藤
美
枝
子
（
新

任
）

濱
野

芳
男
（
再

任
）

河
村

広
光
（
再

任
）

渡
邊

和
雄
（
新

任
）

相
田

健
（
新

任
）

天
野

好
夫
（
再

任
）

石
塚

栄
次
（
再

任
）

武
内

新
三
（
新

任
）

村
木

英
雄
（
新

任
）

小
峰

陽
一
（
再

任
）

村
木

文
男
（
再

任
）

志
茂

剛
之
（
新

任
）

任

期

令
和
３
年
６
月
24
日
か
ら
令
和
６
年
度

に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
終
結
時
ま
で

【
退

任
】

理

事

増
田

昭
治

〃

原
島
二
三
和

評
議
員

澤
本

清
美

〃

杉
村

誠
二

〃

宇
佐
美
久
美
子

〃

牧
野

綾
子

退
任
日

令
和
３
年
６
月
24
日

長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

役
員
・
評
議
員
の
就
任
・
退
任

※
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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（単位：円）

科 目
社会福祉事業区分

内部取引消去 合 計
地域福祉事業 介護事業 合 計

【事業活動による収支】

収

入

会費収入 3,373,000 0 3,373,000 0 3,373,000

寄附金収入 22,068,370 0 22,068,370 0 22,068,370

経常経費補助金収入 65,279,416 0 65,279,416 0 65,279,416

受託金収入 43,993,416 0 43,993,416 0 43,993,416

事業収入 181,650 492,100 673,750 0 673,750

介護保険事業収入 0 78,330,594 78,330,594 0 78,330,594

受取利息配当金収入 19,388 554 19,942 0 19,942

その他の収入 209,451 0 209,451 0 209,451

事業活動収入計(1) 135,124,691 78,823,248 213,947,939 0 213,947,939

支

出

人件費支出 80,971,061 58,043,865 139,014,926 0 139,014,926

事業費支出 13,406,883 9,992,272 23,399,155 0 23,399,155

事務費支出 6,928,104 5,632,671 12,560,775 0 12,560,775

分担金支出 55,000 0 55,000 0 55,000

助成金支出 1,407,000 0 1,407,000 0 1,407,000

事業活動支出計(2) 102,768,048 73,668,808 176,436,856 0 176,436,856

事業活動資金収支差額
(3)=(1)-(2)

32,356,643 5,154,440 37,511,083 0 37,511,083

【施設整備等による収支】

収
入

施設整備等収入計(4) 0 0 0 0 0

支
出

固定資産取得支出 1,215,600 0 1,215,600 0 1,215,600

基金積立資産支出 428,895 0 428,895 0 428,895

施設整備等支出計(5) 1,644,495 0 1,644,495 0 1,644,495

施設整備等資金収支差額
(6)=(4)-(5)

△1,644,495 0 △1,644,495 0 △1,644,495

【その他の活動による収支】

収
入

拠点区分間繰入金収入 0 4,172,500 4,172,500 △4,172,500 0

その他の活動収入計(7) 0 4,172,500 4,172,500 △4,172,500 0

支
出

積立資産支出 3,553,361 516,120 4,069,481 0 4,069,481

拠点区分間繰入金支出 4,172,500 0 4,172,500 △4,172,500 0

その他の活動支出計(8) 7,725,861 516,120 8,241,981 △4,172,500 4,069,481

その他の活動資金収支差額
(9)=(7)-(8)

△7,725,861 3,656,380 △4,069,481 0 △4,069,481

予備費支出(10) 0 0 0 0 0

当期資金収支差額合計
(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

22,986,287 8,810,820 31,797,107 0 31,797,107

前期末支払資金残高(12) 41,564,767 41,404,625 82,969,392 0 82,969,392

当期末支払資金残高(11)+(12) 64,551,054 50,215,445 114,766,499 0 114,766,499



令和３年７月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２１１( ５ )

月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

3月22日 2,000円
自宅で採れたほうれん草の売上
を福祉のために

氷川775 杉山 初

3月24日 5,000円 福祉のために 匿 名

3月24日 100,000円 福祉のために 氷川1,380 ㈲三共堂薬局

3月30日 20,000円 福祉のために 留浦1,237
一般財団法人
小河内振興財団

4月 6日 100,000円 福祉のために 氷川1,581 田中信義

4月12日 100,000円 亡夫豊様の生前謝意として 境945 望田千恵子

4月16日 10,679円 老人クラブ解散に伴う寄付
大沢老人クラブ
寿々喜会

4月19日 8,000円 福祉のために 氷川1,512-2
トミヨ会
代表 古菅敏子

5月17日 3,000円 福祉のために 匿 名

6月10日 30,000円
亡くなった母がお世話になった
為

氷川806-3 竹内秀幸

6月14日 50,000円 福祉のために 小丹波483-2 吉村文彦

6月14日 50,000円 亡夫宇三郎様の生前謝意として 氷川730 杉山秀子

6月16日 5,000円 福祉のために 海沢822-6 朋友会海沢書道教室

6月16日 10,000円 福祉のために 海沢822-6 長谷見二千枝

6月21日 2,422円 福祉のために 原5 水と緑のふれあい館

6月22日 3,112円 福祉のために
青梅市今井
3-3-182

スイハン企業㈱
代表取締役 川野宗男

6月28日 50,000円 福祉のために 氷川174 宇佐美敏郎

6月28日 10,000円 一般福祉へ 匿 名

月 日 物品・数量 住 所 氏 名

4月 5日
加湿空気清浄機２台 デジタルカメラ１台
デジタルカメラケース ＳＤカード

匿 名

～ ７ 月 ７ 日 ま で ( 敬 称 略 )



令和３年７月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２１１( ６ )

月 日 物品・数量 住 所 氏 名

4月12日 未使用テレカ、未使用ハガキ、切手多数 匿 名

4月12日 尿取りパット日中用７袋、夜間用１４袋 海沢 堀美和子

4月20日 タオル５２枚 氷川1,582 田中民江

4月20日 未使用ハガキ３８枚 ５０円切手２枚 匿 名

5月 6日 コンパクトＣＯ２測定器２台 匿 名

5月12日 タオル１５枚 雑巾２２枚 川井212 藤野タマヱ

6月14日 紙パンツ１０袋 匿 名

6月22日 紙オムツ１箱 匿 名

7月 2日
紙オムツ１箱 紙パンツ２袋
尿取りパット１袋

匿 名

奥多摩町にお住まいで、進学を希望する中学３年生、高校３年生、既卒者（高校中途退学者、高

等学校卒業程度認定試験合格者等）一定所得以下の世帯を対象に、学習塾などの費用や受験費用の

貸付を無利子で行います。また、高校、大学等に入学した場合、申請により返済が免除されます。

（１）学習塾等受講料貸付金（無利子） 貸付限度額：200,000円

（２）受験料貸付金（無利子）①高校等受験 貸付限度額： 27,400円

②大学等受験 貸付限度額： 80,000円

※１度の貸付で4回（校）分まで貸付可、1回あたりの受験料は23,000円まで

お申し込み・お問い合わせ：社会福祉協議会 電話 ８３－３８５５

申込対象要件

（１）世帯の生計中心者(20歳以上)であること

（２）世帯収入(父母等養育者)の総収入または合計所得金額を合算した金額が一定

基準以下であること

※新型コロナウイルスの影響により今年度の収入が減少している 場合も特例として

対象となる事があります。

（３）世帯員の預貯金等資産の保有額が600万円以下であること

（４）世帯員が土地・建物を所有していないこと（現在居住している場所は除く）

（５）都内に引き続き１年以上在住（住民登録）していること

（６）生活保護受給世帯の世帯主または世帯員ではないこと

※本人と同一世帯でない連帯保証人が必要です。

上記の他にも条件がありますので詳しくは、東京都「受験生チャレンジ支援貸付事業」の

ホームページをご覧ください。



令和３年７月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２１１( ７ )

自治会名

協力会員
（2,000円未満）

会 員
（2,000円以上）

合 計

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額

川 井 115 77,500 1 2,000 116 79,500

大 丹 波 103 57,800 4 18,000 107 75,800

梅 沢 40 30,500 0 0 40 30,500

丹 三 郎 61 36,100 0 0 61 36,100

小 丹 波 273 175,800 1 2,000 274 177,800

棚 沢 141 91,400 1 2,000 142 93,400

白 丸 39 18,900 0 0 39 18,900

大 氷 川 111 75,500 2 12,000 113 87,500

常 磐 69 53,000 0 0 69 53,000

長 畑 50 32,400 2 4,000 52 36,400

南 氷 川 63 46,500 6 24,000 69 70,500

栃 久 保 76 54,500 1 3,000 77 57,500

大 沢 15 8,700 1 2,000 16 10,700

日 原 26 22,000 2 7,000 28 29,000

海 沢 100 72,300 2 12,000 102 84,300

境 38 21,500 1 3,000 39 24,500

中 山 19 17,000 0 0 19 17,000

小 河 内 65 46,000 2 8,000 67 54,000

合 計 1,404 937,400 26 99,000 1,430 1,036,400

皆様よりご協力いただきました活動資金は

◎災害時等の救護・救援活動のために
◎救急法・健康生活支援講習等の講習のために
◎献血バスの整備や献血運動推進のために
◎看護施設等の運営のために
◎看護師の養成のために
◎新型コロナウイルス感染症に対する医療支援

などの事業に役立てられます。

５
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
、
日
本
赤
十
字
会
員
増
強
運
動
に
は
、
町
民
皆
様
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
集
ま
り
ま
し
た
活
動
資
金
は
全
額
、
日
本
赤

十
字
社
東
京
都
支
部
へ
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



令和３年７月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２１１( ８ )

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
先
の
大
戦
で
の
奥

多
摩
町
出
身
の
戦
没
者
に
対
し
、
追
悼
の
誠
を

さ
さ
げ
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
平
和
を
願
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
戦
没
者
追
悼
式
を
左
記

の
日
程
に
よ
り
執
り
行
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
日
時

を
合
わ
せ
て
執
り
行
い
、
ラ
イ
ブ
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
に
よ
り
天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば
を
ス
ク
リ
ー

ン
に
投
影
し
ま
す
。

日
時

令
和
３
年
８
月
15
日
（
日
）

午
前
11
時
50
分
～

場
所

奥
多
摩
町
福
祉
会
館

集
会
室

そ
の
他

当
日
、
参
列
を
予
定
さ
れ
る
ご
遺
族
の
方
は
、

平
服
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

今
回
で
23
回
目
と
な
る
西
多
摩
障
が
い
者
絵
画
展

が
左
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
絵
画
展
は
、
西
多
摩
地
区
（
青
梅
市
・
羽
村

市
・
福
生
市
・
あ
き
る
野
市
・
瑞
穂
町
・
日
の
出
町
・

檜
原
村
・
奥
多
摩
町
）
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
者
の

方
々
の
描
か
れ
た
絵
画
を
一
堂
に
展
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
西
多
摩
地
区
の
人
々
と
の
交
流
を
図
り
、
ま

た
、
障
が
い
者
の
隠
れ
持
つ
芸
術
性
を
広
め
、
文
化
・

創
作
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
館
下
さ
い
。

【
開
催
期
間
】

９
月
29
日
（
水
）
～
10
月
17
日
（
日
）

【
会
場
】
せ
せ
ら
ぎ
の
里
美
術
館

【
開
催
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

【
入
場
料
】
無
料

【
主
催
】
西
多
摩
地
区
の
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

過去の絵画展の様子

加
齢
に
伴
い
、
筋
力
や
身
心
の
活
力
が
低
下
し
た

状
態
を
「
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
」
と
い
い
ま
す
。
健

康
と
病
気
の
間
の
よ
う
な
段
階
で
、
高
齢
者
の
多
く

が
「
フ
レ
イ
ル
」
の
段
階
を
経
て
要
介
護
状
態
に
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
で
実
施
し
て
い
る
介
護
予
防
事
業
の
一
つ
に

「
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
か
ら
の
委
託
を
受
け
、

40
歳
以
上
を
対
象
に
、
「
介
護
予
防
運
動
指
導
員
」

に
よ
る
マ
シ
ン
を
使
用
し
た
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
他
、
道
具
を
使
用
し
な
く
て
も
自
宅
で
で
き
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
転
倒
予
防
・
骨
折
予
防
の
体
操
、

ス
ト
レ
ッ
チ
の
指
導
、
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
」
で
は
現
在
、

10
月
か
ら
の
利
用
希
望
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
健
康
で
楽
し
く

生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り

と
介
護
予
防
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
健
康
長
寿
を
実

現
し
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会

８
３
ー
３
８
５
５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

８
３
ー
８
５
５
５

トレーニング中の様子

今
秋
、
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
第
24
回

奥
多
摩
町
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
（
同
実

行
委
員
会
主
催
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
理
解

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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奥多摩町社会福祉協議会では次のとおりパート職員を募集しています。

・応募方法 社会福祉協議会（福祉会館）または高齢者在宅サービスセンター（保健福祉セ

ンター）へ履歴書を提出してください。

・応募期間 随時（定員になり次第、締め切りとさせていただきます）

・試験等 書類審査及び面接

いずれの職種も週に１回からの勤務でも可能です。

いつでも見学できますのでお気軽にお問い合わせください。

申し込み・問い合わせ先 奥多摩町高齢者在宅サービスセンター

電話 ０４２８－８３－２７６１

職 種 募 集 内 容 等

介護職員

（パート）

業務内容 デイサービスセンターにおける介護全般

入浴介助、入浴誘導、食事介助、トイレ介助、レクリ

エーション、送迎補助などの業務を交代で行います。

※送迎車の運転はありません。

勤務時間 ①８：３０～１７：３０

②８：３０～１３：００（シフト制による）

勤務日 月曜日～金曜日で応相談（土・日・祝・年末年始は休

み）

時間給 １，０５０円（資格なしの場合 １，０２０円）

募集要件 性別：男女不問 募集人員：若干名

資格 介護福祉士または介護職員初任者研修修了者

（ホームヘルパー２級以上）

※資格がない方や未経験の方でも歓迎します！

勤務地 奥多摩町氷川１，１１１番地（保健福祉センター内）

ホームヘルパー

（パート）

業務内容 ヘルパーステーション“おくたま”の訪問介護員

・生活援助（掃除、調理、買い物、整理整頓など）

・身体介護（オムツ交換、入浴介助、清拭、手足浴）

勤務時間 派遣指示書による

勤務日 月曜日～金曜日で応相談（土・日・祝・年末年始は休

み）

時間給 １，４９０円 他移動交通費

募集要件 性別：男女不問 募集人員：若干名

資格 介護福祉士または介護職員初任者研修修了者

（ホームヘルパー２級以上）

勤務地 奥多摩町内（利用者様宅）
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秋頃に開催を予定してました福祉バザーは、新型コロナウイルス感染症の感染状況と、

町の方針を考慮し、今年度も中止といたします。

開催を楽しみにされていた方には大変申し訳ございませんが、ご理解いただきますよう

お願申し上げます。

また、次の事業に関しましても、今年度の開催は中止といたします。

・手話講習会

・夏体験ボランティア

社会福祉法人
奥多摩町社会福祉協議会
奥多摩町氷川199
（福祉会館１階）

電 話:(0428)83-3883
ＦＡＸ:(0428)83-2567
E-mail:borasen@okusyakyo.or.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.okusyakyo.or.jp/borasen.htm

開所時間

月曜日～金曜日

午前8時30分～

午後5時30分

盛 田 正 輝 様 三 共 堂 薬 局 様 石 田 会 計 事 務 所 様

町 住 民 課 様 小 峰 セ ツ 子 様 町 教 育 委 員 会 様

寿 楽 荘 様 坂 村 マ サ ヱ 様 金 子 敏 子 様

原 島 た い 子 様 ㈱ 泰 伸 様 奥 多 摩 工 業 ㈱ 様

水とみどりのふれあい館 様 深 谷 七 郎 様 丹 生 美 枝 子 様

（一財）小河内振興財団 様 匿 名 ７ 件

音訳ボランティアとは、視覚障がいのある方のために、墨字（活字）で書かれている書籍

や雑誌、広報誌、新聞などの内容を“音にして伝える”ボランティアです。

全１２回の講座を通して「音訳」を行うために必要な知識や技術を学びます。

音訳やボランティア活動に興味のある方のご参加をお待ちしています。

【期 間】令和３年９月２日～１１月２５日 毎週木曜日 全１２回

【時 間】午後２時～午後４時 【会 場】福祉会館 ２階会議室

【対 象】できるだけ全回出席できる方

【講 師】NPO法人 音訳・朗読の会ブライユ 理事長 平井任子 氏

【受講料】無料 【定 員】１０名（先着順）

【お申し込み・お問い合わせ】

ボランティア・センターおくたま 電話８３－３８８３


